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福島県農業総合センター畜産研究所

福島県農業総合センター畜産研究所の研究成果発表会を開催しました福島県農業総合センター畜産研究所の研究成果発表会を開催しました

　令和８年３月３日、福島市の農業総合センター
畜産研究所を会場に、畜産研究所の「令和７年度
研究成果発表会」を開催しました。
　この発表会は、当所の取組により得られた試験
研究成果について、現地へ迅速に技術移転する
ことや、地域畜産業の活性化を支援することを目
的に毎年開催しているものです。
　今年度は実用化技術情報１課題、参考となる成
果５課題、営農再開技術実証情報１課題の計７課
題の発表（表１）を行いました。実用化技術情報
では、近年注目が集まっている和牛の食味性に関
与する脂肪交雑の形状に着目し、その評価に用い
られる「新細かさ指数」等の指標について、ゲノ
ム育種価により推定が可能であることを発表しま
した。

　発表後、活発な意見交換が行われ、試験研究に
関する高い関心がうかがえました。
　本発表会でいただきました御意見は、今後の当
所の試験研究に反映させて参ります。

番号 成果発表名 担当 成果名

１ 遺伝情報を活用して肉用牛の脂肪交雑の形状は改良できる 肉畜科 実用化技術情報

２ AIを活用した超音波肉質診断によって17カ月齢から肉質診断
が可能 肉畜科 参考となる成果

３ 開放型育種による新たな「フクシマL2」 肉畜科 〃

４ 桃の皮を利用した肥育豚用エコフィード 肉畜科 〃

５ 搾乳ロボットの導入によって乳生産性と労働時間が変化した 酪農科 〃

６ 県内産原料100%肉用牛繁殖雌牛用混合飼料マルチグレイン
サイレージ 飼料環境科 〃

７ トールフェスクだけの放牧地でも黒毛和種繁殖雌牛を放牧
できる 飼料環境科 営農再開技術情報

表１　発表成果
発表会の様子
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　令和６年、７年の春、農業総合センター農業短
期大学校畜産経営学科を卒業し、株式会社福島県
食肉流通センターの新規採用職員となった菊地拓
真さんと横田凌夏さんを訪ねました。
　現場に立ち始めてまだ日が浅い２人ですが、地
域の畜産業を支える重要な仕事に向き合いなが
ら、一人前をめざして日々の学びを積み重ねてい
ます。
　今回の取材では、２人の“いま”と“これから”
について率直に語ってもらいました。
　新人として食肉処理の現場に飛び込み、戸惑い
を抱えながらも前に進もうとする姿は、まさに成
長の途上にある若者そのものでした。自分と向き
合い、何を学び、どこを目指しているのか、和や
かな雰囲気の中でインタビューをしてきましたの
で紹介させていただきます。

２人とも元気そうでなによりです。では、
この職場を選んだ理由を教えてください。

（菊地）学生の頃から動物に関わる仕事に就きた
いと考えていましたが、牛の毛やほこりにアレ
ルギーがあったこともあり、生きている家畜に
関わる仕事は難しいかなとも思っていました。
そんな中、学生実習で食肉流通センターを見学
した際に、枝肉セリを冷蔵庫の中で見せてもら
う機会があり、とても気になっていたので、思
い切って就職を希望してみたところ、採用して
いただくことができました。

（横田）私は、菊地先輩が勤めている会社だとずっ
と気になっていたので、就職を希望しました。
農業短大で飼っていた肥育牛の出荷とセリ上場
で東京食肉市場を見学した際に、冷蔵庫の中に
ぶら下がったたくさんの枝肉を見て、食肉処理
の仕事に興味を持っていました。

職場見学の時、豚のと畜を見て、血液や内
臓など正直無理だと思いませんでしたか？

（菊地）見学に来る前までは自分でもダメかもし
れないと思っていましたが、意外とすんなり受
け入れられて、自分でも驚きました。元々興味
があったからだと思います。

　　勤めてから、農業短大の時に自分が世話をし
ていた和牛の雌牛を老廃牛としてと畜した時に
は、何とも言えない悲しい気持ちになりました。

（横田）全然拒否反応はありませんでした。と畜
の工程、全てＯＫでした。

それは頼もしいですね。では、今はどん
な仕事を担当していますか？

（菊地）豚を繋留所からと畜ラインに追い込む仕
事とカギ掛け（と体をレールに吊るすための
フック掛け）を担当しています。内臓出しも徐々
に慣れていくように勉強中です。内臓出しは、
商品価値を落とさないよう、傷をつけないよう
にするのに気を遣います。

（横田）私も同じく、追い込みと内臓出し、そし
て腹割りを先輩から教わりながら少しずつ担当
しています。

勤めてみて、想像していた仕事と違うこ
とはありましたか？

（菊地）朝６時から早出する業務があって最初は
びっくりしました。牛の共励会や枝肉セリの時
の計量作業や放射性物質のモニタリング検査の
ためのサンプル採取等を朝早く行います。手当
の支給もあり、朝は起きられる方なので積極的
に手を挙げ出勤しています。

（横田）暮れの需要期には豚の頭数が多かったの
に驚きました。また牛の計量作業など朝早出で
出勤することがありました。豚肉の需要期はか
なり忙しくなるということを知りました。

上司の方から聞きましたが、仕事の中で
研修をしているそうですね、どんな内容

ですか？

地域畜産を支える若き担い手 「一人前をめざす二人が語る現場の学び」
～ 株式会社福島県食肉流通センターの新人職員を訪ねて ～

質問１

質問２

質問３

質問４

質問５
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（菊地）と畜の手順にある解体の技術や処理の方
法から一つずつ項目を選んで、先輩の作業を見
ながら流れを覚え、細かいところを指導しても
らっています。牛の解体の手順がなかなか難し
くて、まだ上手くできていません。

（横田）教えてくれる先輩は20代の方もたくさん
いて、処理工程の際に丁寧に優しく指導してく
れます。練習で、枝肉や内臓の商品価値を落と
さないように気を遣います。

学生時代に農業短大で学んだこと以外
に、就職してから知ったことはどんなこ

とですか？
（菊地）ほとんど知らないことばかりでした。

知っていることの方が少なくて、毎日勉強す
ることがたくさんあります。でも周りの人が丁
寧に教えてくれるのでありがたいです。

（横田）内臓系の知識は全くと言って無かったの
で、様々な知識を得るために初めて勉強するこ
とばかりでした。

日々の学びの中で、何かやりがいを見つ
けましたか？やってみたい仕事はありま

すか？
（菊地）まだまだ勉強中なので、まず今は若さを

生かして力仕事で貢献したいと思っています。
それから、将来はＳＮＳ等を活用してこの職
場の情報発信的な広報の仕事もしてみたいと
思っています。

（横田）まずは練習をしながら、肩むき、皮むき

を習得して、担当できるようになりたいです。

少し仕事の話から離れて、日頃の生活に
ついてもお聞きします。

　　２人とも学生時代とはイメージが変わりまし
たが、何か生活に大きな変化はありましたか？

（菊地）体重が少し減りました。仕事で体が締
まった感じです。少しだけシャープになりま
したか？（笑）特に食事を減らしたわけではな
く、むしろしっかり食べています。

　　それから、欲しい車を買いました。いろんな
ところに出掛けるのが楽しいです。

（横田）自分も体重がかなり減りました。学生の
頃とは違って、規則正しい生活をして、体を使っ
て作業をしているからだと思います。

健康管理等で注意していることはありま
すか？

（菊地）仕事中は、汗をかいたら、休憩ごとに着
替えをして、水分補給をしています。昨年は良
く風邪を引きました。今年は注意するように
なったので大丈夫です。

（横田）私も、汗冷えしないように休憩ごとに着
替えをするようにしています。作業現場では塩
分補給の飴が配られますし、脱水にならないよ
う水分もちゃんと摂るようにしています。

　　それから、ナイフを使う仕事なので怪我をし
ないように注意しています。でも、ちょっとし
た怪我を何度か経験しました。

質問６

質問８

質問９

質問７

横田凌夏さんと菊地拓真さん
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会社の中での職員間の交流はあります
か？

（菊地）若手の職員でスポーツをしたり、食事や
飲みに行ったりして楽しくやっています。職場
の行事としての季節ごとの飲み会もあります。
若い人で釣りにも出かけています。

　　農業短大卒の先輩もたくさんいるので、声を
かけてもらっています。

（横田）私も機会あるごとに誘ってもらって、郡
山の街に飲み会に出かけたりしています。釣り
にも出かけて休日を楽しんでいます。

仕事、職場に慣れていく上で、苦労した
ことはありますか？

（菊地）先輩から、まずはしっかり挨拶ができる
ように教えられました。学生気分の抜けなかっ
た自分は、ちゃんとできるようになるまで少し
緊張しました。でも、大切なことなので良かっ
たです。

（横田）自分は、技術面ですが、ナイフ研ぎでキ
レを出すのが難しく、苦労しました。

それでは最後の質問にします。この職場で
どんな自分を目指そうと思っていますか？

（菊地）まだ深く考える余裕はありませんが、早
く仕事の流れを一つひとつ修得して、一緒に仕
事をしている仲間から頼りにされるようになり
たいと思います。

（横田）必要な技術をほとんど習得している、オー
ルマイティな、何でもできる先輩がいます。そ
の先輩のようになりたいと思います。

【取材を終えて】
　食肉処理の現場に立ち始めてまだ日が浅く、勉
強することに追われる２人ですが、日々の業務に
向き合う姿勢からは、確かな成長の手応えが感じ
られました。戸惑いや難しさを抱えながらも、様々
な年代の方々から可愛がられ、先輩方の指導を受
けてできることを一つずつ増やしていこうとする
姿は、地域の畜産業を支える若い担い手として頼
もしさを感じたところです。
　菊地拓真さんは、２年目を迎えて自分の生活と
のバランスを取りながら、職場環境に順応し出し
た様子がうかがえました。
　横田凌夏さんは、ようやく１年を通して仕事の
流れをつかみかけているところで、技術の習得に
貪欲な姿が印象的でした。
　２人とも、技術の習得はもちろん、体調管理、
仲間との関係づくりなど、現場で学ぶことは多岐
にわたり、将来への明確な目標はまだ形になり
きっていない部分もありますが、２人の言葉の
端々には、自分の役割を果たしたいという静かな
意志が感じられ、引き続き応援していきたいと思
うところです。
　これから経験を重ねる中で、２人がどのように
成長し、職場の中でどんな存在になっていくのか、
地域畜産を支える食肉処理の現場に新たな風を吹
き込む若い力として、その歩みを見守っていきた
いと思い、取材を終えました。
　最後に、今回の取材に際し、日程の調整から会
場の設営、そして記事内容の確認までご協力をい
ただきました福島県食肉流通センター代表取締役
社長　若林 忠 社長様をはじめ、職員の皆様に心
より感謝申し上げます。

質問11

質問12

質問10
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福島県酪女性部　やまびこ会　主催

令和７年度ひまわりコンクール優秀作品決定!!

県中　佐藤恵美さん

県中　福田祐子さん

最優秀賞

最優秀賞

　福島県酪女性部やまびこ会（会長 斎藤 麻貴子）
では、毎年、畜舎環境美化運動を実施しており、
去る１月26日（月）福島県酪農業協同組合におい
て、畜舎環境美化運動の成果を披露する、令和７
年度のひまわりコンクール審査会が行われまし
た。昨年度に引き続き、畜舎周辺の美化を目指し、
牛舎まわりが写っていることを条件とした「ひま
わりコンクールの部」と乳牛のいる風景や酪農作

業風景が鮮明に伝わる「酪農生活の部」の２部門
での開催となりました。
　暑さ、寒さが厳しい中、皆様の丹精込めて育て
た努力の成果がうかがえました。
　審査の結果、『ひまわりコンクールの部』最優
秀賞に佐藤恵美さん、ひまわり賞に味戸巴子さん、

『酪農生活の部』に福田祐子さんの作品が選ばれ
ました！

ひまわりコンクールの部
県中　味戸巴子さんひまわり賞

酪農生活の部

題名「牛さんいっぱい食べてね♡」
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福島県養蜂協会　第81回定期総会開催
福島県養蜂協会

　２月18日（水）に福島市の摺上亭大鳥にて第81
回定期総会が開催されました。
　議事に先立ち、昨年８月に開催された第38回
福島県はちみつ品評会の表彰が行われ、農林水産
大臣賞をはじめ、各賞の代表に賞状が授与されま
した。
　議題については、出席した会員により令和７年
度の事業報告及び令和８年度の事業計画など原案
通り承認され、任期満了に伴う役員の改選では会
津支部の鈴木賢昭氏が会長に就任しました。

鈴木賢昭 新会長

役 職 氏　　名 備 考 役 職 氏　　名 備 考

顧　問 鈴　木　賢一郎 理　事 時　任　真由美 新　任

会　長 鈴　木　賢　昭 新　任 理　事 影　山　孝　次

副会長 長　沼　久　雄 理　事 菊　池　正　一 新　任

副会長 伊　藤　身　輔 新　任 理　事 後　藤　佑　亮

副会長 松　岡　休　助 理　事 鈴　木　雅　之 新　任

理　事 近　藤　義　孝 理　事 本　多　初　美 新　任

理　事 馬　場　誠　二 理　事 長　嶺　清　志

理　事 平　野　公　樹 監　事 池　澤　洋　一

理　事 佐　藤　一　幸 監　事 丹　治　　　章

新役員一覧 令和８年２月 18 日改選
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　　　販売月 肉専用種（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和７年10月

確定単価 8,206.2 0.0 9,699.3

概算払い単価 1,285.4 0.0 2,717.3

精算払い単価 6,920.8 0.0 6,982.0

令和７年11月

確定単価 0.0 0.0 24,517.8

概算払い単価 0.0 0.0 17,499.8

精算払い単価 0.0 0.0 7,018.0

令和７年12月 確定単価 0.0 0.0 64,852.2

令和８年１月

暫定単価 6,170.4 0.0 37,364.4

概算払い単価 0.0 0.0 30,364.4

精算払い単価 6,170.4 0.0 7,000.0

（単位：円）

※R4. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90を乗じた額から7,000円を控除
した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況
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家　畜　取　引　状　況　報　告
令和８年１〜２月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和８年１〜２月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

１

雌 273 1,024,100 356,400 715,158 299 2,395 292 141 131

雄

去勢 332 1,081,300 383,900 827,423 325 2,546 286 202 129

計 605 1,081,300 356,400 776,782 313 2,481 289 343 260

２

雌 285 1,007,000 282,700 728,682 294 2,475 291 136 149

雄

去勢 319 1,073,000 492,800 875,000 329 2,661 286 183 136

計 604 1,073,000 282,700 805,959 313 2,578 288 319 285

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）
最　高 最　低 平　均

１月
第363回

ホ ル 雄 36 95,700 1,100 53,014 
ホ ル 去 勢
ホ ル フ リ ー 2 1,100 1,100 1,100 
F 1 　 　 　 　 雌 58 255,200 67,100 178,528 
F 1 　 　 　 　 雄 70 288,200 115,500 206,187 
和 牛 雌 18 522,500 298,100 471,044 
和 牛 雄 38 762,300 253,000 586,908 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 222 762,300 1,100 259,281 

２月
第364回

ホ ル 雄 20 119,900 16,500 80,025 
ホ ル フ リ ー
F 1 　 　 　 　 雌 77 238,700 99,000 162,086 
F 1 　 　 　 　 雄 72 253,000 27,500 186,083 
和 牛 雌 36 557,700 273,900 460,641 
和 牛 雄 38 734,800 220,000 524,849 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 243 734,800 16,500 260,668 

令和８年１〜２月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

１

乳 登 2 240,900 234,300 237,600 0 0 

妊 娠 牛

E T 和 雌 2 457,600 433,400 445,500 4,569 98 

E T 和 雄 9 658,900 234,300 516,588 5,108 101 

乳 雌 牛

乳 雄 牛 9 38,500 1,100 21,022 248 85 

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 31 207,900 35,200 151,835 2,044 74 

F1 雄（スモール） 41 228,800 85,800 197,571 2,276 87 

計 ・ 平 均 94 658,900 1,100 198,876 2,423 82 

２

乳 登 2 232,100 229,900 231,000 0 0

妊 娠 牛

E T 和 雌 4 455,400 320,100 414,425 4,134 100 

E T 和 雄 5 495,000 448,800 462,880 4,342 107 

乳 雌 牛 1 28,600 28,600 28,600 493 58 

乳 雄 牛 7 127,600 3,300 78,728 1,013 78 

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 45 237,600 110,000 181,916 2,342 78 

F1 雄（スモール） 39 248,600 37,400 187,310 2,509 75 

計 ・ 平 均 103 495,000 3,300 199,079 2,582 77


